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自転車初乗り指導協会は、映画「果てぬ
村のミナ」を応援しています 



一般社団法人自転車初乗り指導協会による取り組み  

1. 目的 
1. 子どもからシニアまで、「自転車」をテーマに、自信を持ち、夢をもてる地域社会の元とする 
2. 競輪選手の引退後の仕事づくり 

親子・若者からシニアまで誰もが参加でき、心と体の健康づくりにも役立つスポーツ文化事業。「自転車」をテーマに取り組みます 

１ 自転車初乗り指導教室 

２ 日本少年少女自転車クラブ 

４ パーククライム 
    （自転車競技開催） 

① 自転車に乗れないお子さんたちを、独自プログラムで乗れるよ
うに指導する 

② 子供たちが自信をつけ、親たちは安心する 
③ 浜松からスタートし、全国へ広げる 
④ 自転車関連事業者と連携 

① 親子を始め、自転車に親しむ機会をつくる 
② 様々な自転車イベントを実施（トライ足ロンなど） 
③ 東京オリンピックへ出場しメダルを狙える若者育成 
④ 自転車競技者のファンづくり 

① 中心市街地などの駐車場を活用した競技イベント「パーク
クライム」の実施 

② 「ボンシャンス」を始めとしたチーム応援 
③ 日本（アジア）チームによる「ツールドフランス」出場応援 

３ 自転車交通安全教室 
① 子供たちの自転車交通安全教室 
② 高齢化社会に対応したシニア自転車安全教室（研究と実施） 



こどもの体力低下をくいとめる 
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• こどもの体力が近年、低下傾向 

• また、親が子育てに使う時間も減少傾向にあ
る 

• 自転車を教えることで… 

– こどもの体力低下をくいとめる 

–近隣の大人たちとの接点ができる 

–親とこどもの双方が、まちを楽しむきっかけとなる 



高齢者が自転車を使って街を楽しめるように！ 
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• これから車に頼ってきた世代が、高齢者になる 

• 車に頼ると… 
– 体力低下が深刻になる 

– 車に乗れなくなると、外出頻度が著しく減る 

– また、地方都市では、これ以上、交通機関を充実さ
せることはむずかしい 

• 必要なことは、自転車の促進 
– 体力低下をくいとめる効果 

– 外出頻度をふやすきっかけにつながる 

– 交通手段をふやすことにつながる 
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現40歳（次世代） 

現60歳（健康長寿世代） 

いま、４０歳の人は、若い頃に車が普及
していたため、街を歩く習慣がない。いま、
自転車や徒歩で街を楽しむ習慣をつけ
ないと深刻な問題が生じる恐れがある 

（一般財団法人 自動車検査登録情報協会） 



一般社団法人自転車初乗り指導協会による取り組み  

親子・若者からシニアまで誰もが参加でき、心と体の健康づくりにも役立つスポーツ文化事業。「自転車」をテーマに取り組みます 

１ 自転車初乗り指導教室 

２ 日本少年少女自転車クラブ 

４ パーククライム（自転車競技開催） 

① 運動が苦手又はあまりせず、自転車に乗れないお子さんたちを、独自プロ
グラムで乗れるように指導する 

② 子供たちは自信をつけ、親たちは安心する 
③ 現在の状況は1名4,000円乗れるまで、1年半での実績は250名の指導を
行ってきた 
④ 小学生以上であれば2時間で乗れることが可能 
⑤ 車の来ない安全な教室開催場所が必要    

① 毎週の練習や親子での自転車に親しむ機会をつくる 
② 様々な自転車イベントを実施（トライ足ロンなど） 
③ 自転車競技者のファンづくり 

④ 競技者育成コースでは、東京オリンピックにて、メダル獲得を目指す若者
を育成 

⑤ 低学年：自転車に乗る事の楽しさを教える:1ヶ月3,500円 

⑥ ・高学年：オリンピック種目のタイムトライアル等競技を取り入れた指導
1ヶ月4,500円 

① 中心市街地などの立体駐車場を活用した競技イベント「パーククライム」
の実施 

② 街中の賑わいに貢献し、全国へ自転車初乗り指導及・自転車少年団及
び自転車安全運転指導の啓蒙活動を行う 

③ 開催と費用・参加者負担：2,000円×50名＝10万円・出店者負担：3,000
円×10店＝ 3万円・スポンサー： 10万円 

３ 自転車交通安全教室 

① 子供たちの自転車交通安全教室 
② 高齢化社会に対応したシニア自転車安全教室（研究と実施） 



事業スケジュール（平成26年10月～28年3月） 

平成26年 
10月～12月 

平成27年 
3月 

 
平成27年4月〜 

平成27年10月～
平成28年3月 

 
平成28年度 

自転車初乗り
指導教室・安
全指導教室 

浜松 
磐田 
その他 

少年少女自
転車クラブ・
パーククライ
ム 

パーククライ
ム 

少年少女自
転車クラブ 

自転車初乗り指導教室（安全指導含む）、日本少年少女自転車クラブ、パーククラ
イムの全ての事業を一元化。（Ｊ・ＣＨＰＳ／仮称とする） 
＜Ｊ・ＣＨＰＳスケジュール＞ 
平成２６年１１月〜浜松、静岡、伊東などで説明会を開催。 
平成２７年 ３月  発足会開催（４月より事業スタート） 
平成２７年度中  静岡県内にてイベント実施、他地域への説明会・見学会開催 
平成２８年 ４月〜全国展開 
※ 静岡県内を皮切りに、関東、全国へ展開していく計画 
※ クラブ設立に向けて、指導者として競技者OBを募集する 
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事業実施の仕組み 

一般社団法人自転車初乗り指導協会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【運営】 
教室・安全指導・クラブ 

【開発・人材育成】 
指導プログラム・指導者育成 

【パーククライム運営】 
実施運営・その他イベント 

【広報】 
広報・販売促進・情報受発信 

地方自治体 
会場提供 

（競輪場・オートレース場） 

公益財団法人JKA 
後援・協力・助成等 

選手会・ＯＢ会 

研究者・大学 
（各種研究） 

協力企業 
（人材による支援） 

協賛企業 
（資金面の支援） 

各メディア 
（広報面の支援） 

経済産業省 



自転車初乗り教室実績（平成25年3月～26年8月） 

• 参加人数 225名 
• 実施場所：浜松市中区万年橋駐車場８F他 
• 参加費用：4,000円（乗れるまで） 

• 指導方法：独自の方法で、一人につき一人のスタッフが指
導 2時間（多くの参加者が1時間以内に乗れるようになる） 

• 年齢別内訳  
– 5歳以下  20.7％ 
– 9歳以下  69.0％ 
– 12歳以下  7.8％  
– 20歳以下  0.8％ 
– 20歳以上  1.7％ 

• 告知方法 ：インターネット・チラシ・口コミ 



一般社団法人自転車初乗り指導協会の事業展開 

1. 平成25年3月：自転車初乗り指導を独自プログラムで開始（平成
26年8月現在約225人を指導・幼稚園児から中学生・大人まで） 

2. 平成26年3月：交通安全協会と連携して、交通安全教室を、浜松
市・磐田市・湖西市で実施 

3. 平成26年８月：協会を一般社団法人化 
4. 平成26年：静岡県内に展開を広げる 

1. 浜松クラブ・磐田クラブ・沼津クラブ設立準備中 

5. 平成26年：新しい自転車レース「パーククライム」を考案・実施
（10月26日浜松市万年橋パークにて実施準備中） 

6. 平成26年：シニア向け自転車交通安全教室実施（静岡県警察 
浜松中央署と協働） 

7. 平成26年：静岡県の観光（インバウンド）活性化のために、「自転
車初乗り指導と三保の松原サイクリング企画） 



一般社団法人自転車初乗り指導協会の概要 

一般社団法人自転車初乗り指導協会定款より抜粋 
（名称) 
第１条 当法人は、一般社団法人自転車初乗り指導協会と称する。 
（主たる事務所) 
第２条 当法人は、主たる事務所を浜松市中区に置く。 
（目的） 

第３条 当法人は、市民と地域社会の幸福な生活の推進に寄与することを目的とし、その目的に資する
ために次の事業を行う。 
(1) 自転車に乗れない人たちのために自転車初乗り指導教室の開催 
(2) 自転車の交通安全教室の開催 
(3) 自転車を通して親子のふれあいをする自転車イベントの開催 
(4) 自転車競技に取り組む市民のための自転車クラブの運営 
(5) 自転車競技の開催 
(6) 前各号に掲げる事業に附帯又は関連する事業 
 
役員 
代表理事  上嶋 常夫  
理事      杉山 治一 
理事  中野 眞 



次世代を担う子どもたちのために、自転車競技者たちのために、社会の活性化のために 
 
子供向け自転車事業に取り組もう！ そしてシニアの交通安全教室も 

自転車初乗り指導教室 
親子ふれあい
自転車イベント
の開催 

定期的な自転車
のクラブ活動 

競技者を目指す子供
たちのための指導 

1回2~3時間 

乗れるまでサ
ポート 
1名4,000円 

季節に1回開催 
小学生～中学生対象 
月2回程度 
月謝3500円（予定） 

中学生対象 
月謝4,500円（予定） 

クラブの行う５つの事業 

☆競技者の役割→指導者とし
て社会貢献 

☆競輪OB競技者等の役割→指導
者として仕事として参画 

☆協会の役割→ 
 ・地域クラブ設立支援・運営支援 
 ・メディア等への広報 
 ・警察署・交通安全協会と連携 
 ・県・市町村・自治会などと連携 
 ・企業との連携  など 

会場として、競輪場・オートレース場などを賃借 

交通安全教室 

子供向け 
シニア向け 

中心市街地の 
駐車場をかけのぼる！ 

「パーククライム」タイムト
ライアルレース 



次世代を担う子どもたちのために、自転車競技者たちのために、社会の活性化のために 
 
子供向け自転車事業に取り組もう！ 

全国各地で少年少女自転車クラ
ブを創る！ 
 
① 自転車初乗り指導教室の開催 
② 親子ふれあい自転車イベントの開催 
③ 定期的な自転車のクラブ活動 
④ 競技者を目指す子供たちのための指導 
 
一般社団法人自転車初乗り指導協会 

乗れない子も乗れるようになるオリジナ
ルプログラムによる自転車初乗り教室 

【子どもたちにとって】 
・乗れる自信づくり 
・自転車に親しみ体力・健康づくり 
・競技者への夢をサポート 

【競技者にとって】 
・スポーツ競技者として認知され
る 

・社会貢献をとおして、社会的地
位の向上 
・引退後の仕事づくり 

【自転車競技にとって】 
・東京オリンピックに向けて、自転
車競技の知名度向上 
・持続的な自転車競技の発展 

・ギャンブルの一つに偏りがちな
競輪をスポーツとして認知しても
らう 

【地域社会にとって】 
・地域の子どもたち、市民の健康・体力づく
り、教育として位置づけられる 
 

・高齢化社会の課題解決「シニア向け自転
車安全指導」プログラムを開発・実施 
 
・関わる人々の仕事づくりにつながる 

【地域経済にとって】 
・新たな社会的ビジネス 
・雇用の場づくり 
・自転車関連事業者の活性化 



シニア向け自転車交通安全教室実施 
（静岡県警察 浜松中央署・交通安全協会と協働でスタート） 

• 高齢者の自転車事故を減らししていくために 
• 自転車はなくてはならない移動手段の高齢者は多い 
• しかし、交通事故も多い 

– 平成25年中 自転車による負傷者 4926人（静岡県内）  
– そのうち1101人が60歳以上 

• 年を重ねるにしたがって、運動能力や身体能力が衰
えるが、意外と本人の認識は低い 

• 自動車運転免許証を持たない人は、特に交通安全知
識に乏しい 

• 以上から、シニア向け自転車交通安全教室を企画開
催することは社会的意義がある 
 



初乗り指導の様子 
浜松市中区万年橋パーキング８F 



初乗り指導その２ 
平成25年12月・26年2月 

磐田市アミューズ豊田・浜北区なゆたはまきた 



自転車交通安全研修 （スタッフ養成 平成26年2月） 







その他：自転車で静岡県の観光活性化 

1. 対象：自転車に乗れないお子さんを持つ家族 
2. 日程：2泊3日 

1. 1日目：自転車初乗り教室 
2. 2日目：親子サイクリング（三保の松原・浜名湖・

富士山・伊豆など） 
3. 3日目：親子で自転車リレー大会（競輪場等） 

3. 他県から家族を誘客・富士山静岡空港活用 
1. 1日目で乗れるようになる 
2. 2日目は、静岡の魅力を親子サイクリングで楽し

む 
3. 3日目は、親子でお楽しみイベントリレーレース 

4. 課題： 
1. 3日目のレース会場の確保 
2. 雨天の時の対応策 


